
japa n  o u t r ea c h  i n i t ia t i ve

日米草の根交流日米草の根交流
コーディネーター派遣プログラムコーディネーター派遣プログラム

Japan Outreach Initiative

日本への関心・理解が深まるよう、
地域草の根交流に取り組むコーディネーターを、米国に2年間派遣します。

アメリカで、日本をつたえる



こんな方を求めています

（第1期～第14期）
JOIの派遣地域

補助費待遇

JOIプログラムとは
日米草の根交流コーディネーター派遣プログラム（英名：Japan Outreach Initiative）は、米国における
対日関心の喚起や日本理解の促進、および草の根交流の担い手育成を目的として、米国に2年間コーディネ
ーターを派遣する事業です。
コーディネーターは、日本との交流の機会が比較的少ない米国の中西部・南部地域の日米協会や大学等に派
遣され、学校やコミュニティを訪問して日本の文化・社会・生活・日本語に関する知識や情報を提供したり、「日
本祭り」等のイベントを開催する等、様々な活動を展開します。

・自立性・社交性に富み、柔軟で想像力がある方
・コミュニケーション能力、語学力の高い方
・日本語や日本文化の諸分野に関する知識・関心のある方
・日本国籍、四年制大学卒以上の方
・自動車運転免許をお持ちの方（活動には運転が必須）
・心身ともに健康で2年間の活動に従事できる方

・往復航空券
・生活補助費　US$1,280／月
　（住居はホームステイ先等を派遣先が手配）
・赴帰任時の移転料等
・長期海外旅行保険加入補助
・車両購入、自動車保険加入補助
・JOI研修参加費、他

注）2015年度実績。自己負担額はご自身の生活、
    派遣地の状況などによって異なります。

日米草の根交流コーディネーター派遣プログラム（英名：Japan Outreach Initiative）は、米国における
対日関心の喚起や日本理解の促進、および草の根交流の担い手育成を目的として、米国に2年間コーディネ
ーターを派遣する事業です。
コーディネーターは、日本との交流の機会が比較的少ない米国の中西部・南部地域の日米協会や大学等に派
遣され、学校やコミュニティを訪問して日本の文化・社会・生活・日本語に関する知識や情報を提供したり、「日
本祭り」等のイベントを開催する等、様々な活動を展開します。



カルチャーオール（アイオワ州）
第12期　庄嵜由紀さん

参加者の声

応募のきっかけは？

どんな活動をされましたか？

派遣地の様子はどうでしたか？

帰国後の感想は？

From the U.S.A.
● I really liked the story “Momotaro.” It was awesome. (2nd grader)

● I learned that people do the same things in Japan that we do here, like McDonald’s and Tokyo Disneyland. I had so much 
fun. (1st grader)

● We learned a great deal about the Japanese culture and enjoyed the many activities. (3rd grader teacher)

● (Our coordinator) has raised the level of awareness of Japan through his persistent activities with Japanese language 
instructors and students, participation in our study abroad fairs, and specialized events that he hosted with the involve-
ment of various student clubs and organizations. His events are always well organized and well attended. 
(JOI site supervisor)

学生時代に留学したのをきっかけに、異文化交流や国際交流につ
いて深く考えるようになりました。大学卒業後は教育関連の現場
で働きながら、「自分にしかできない何か」を探したい気持ちが強
まってきたところにJOIコーディネーターの募集を見て、「これこ
そ、今までの経験を活かしながら成長できる大きなチャンスだ！」
と一念発起し、応募に至りました。

折り紙・茶道・風呂敷などをはじめとする伝統文化から、流行の最
先端のファッションや漫画・アニメについてなど、日本文化の幅広
い分野を紹介しました。訪問先からテーマを希望されることもあ
れば、その時の気候や季節、聴衆の年齢層などに合わせて自分で
内容を決めることもありました。また地域イベントでのブースや出
し物、姉妹都市交流プログラムのお手伝いや現地の日本語クラス
の支援活動なども行いました。

アイオワ州は酪農・農業が盛んな土地で、人口全体のおよそ9割
が白人、2％弱のアジア系のうち数％だけが日本人というところ
でしたが、様々な大手日系企業が進出しており、また山梨県との
姉妹都市提携の歴史が長く交流も活発でした。しかしながら、実
際に日本人や日本文化に触れる機会は都市部と郊外では偏りが
あり、JOIの活動への期待は高かったと思います。

本当に盛り沢山！そして、ただがむしゃらに駆け抜けた2年間でし
た。その中で素敵なご縁や機会があり、山あり谷ありの経験を通
してかけがえのない心の絆をたくさん得られました。そして自分
自身も一回りも二回りも大きく成長できたように思います。
これからはJOIの活動で得た経験と知識を次の
世代に伝え、日本と世界をつなぐ架け橋として
活動を続けたいと思っています。

カルチャーオール（アイオワ州）
第12期　庄嵜由紀さん

参加者の声
応募から派遣まで

応募のきっかけは？

どんな活動をされましたか？ 　

派遣地の様子はどうでしたか？

帰国後の感想は？

From the U.S.A.

10月～12月

派遣前

1年目

２年目

終了後

応募要領発表、説明会など

応募締切

一次選考（書類）結果発表

二次選考（筆記、面接など）

内定者決定

渡米前オリエンテーション

渡米、夏季オリエンテーション

秋季研修

四半期毎に活動レポート提出

任期終了、帰国

帰国報告会

1月初旬

1月末

2月

3月

5月

7月末～8月

秋

派遣中

7月末～8月

秋

● I really liked the story “Momotaro.” It was awesome. (2nd grader)

● I learned that people do the same things in Japan that we do here, like McDonald’s and Tokyo Disneyland. I had so much 
fun. (1st grader)

● We learned a great deal about the Japanese culture and enjoyed the many activities. (3rd grader teacher)

● (Our coordinator) has raised the level of awareness of Japan through his persistent activities with Japanese language 
instructors and students, participation in our study abroad fairs, and specialized events that he hosted with the involve-
ment of various student clubs and organizations. His events are always well organized and well attended. 
(JOI site supervisor)

学生時代に留学したのをきっかけに、異文化交流や国際交流につ
いて深く考えるようになりました。大学卒業後は教育関連の現場
で働きながら、「自分にしかできない何か」を探したい気持ちが強
まってきたところにJOIコーディネーターの募集を見て、「これこ
そ、今までの経験を活かしながら成長できる大きなチャンスだ！」
と一念発起し、応募に至りました。

折り紙・茶道・風呂敷などをはじめとする伝統文化から、流行の最
先端のファッションや漫画・アニメについてなど、日本文化の幅広
い分野を紹介しました。訪問先からテーマを希望されることもあ
れば、その時の気候や季節、聴衆の年齢層などに合わせて自分で
内容を決めることもありました。また地域イベントでのブースや出
し物、姉妹都市交流プログラムのお手伝いや現地の日本語クラス
の支援活動なども行いました。

アイオワ州は酪農・農業が盛んな土地で、人口全体のおよそ9割
が白人、2％弱のアジア系のうち数％だけが日本人というところ
でしたが、様々な大手日系企業が進出しており、また山梨県との
姉妹都市提携の歴史が長く交流も活発でした。しかしながら、実
際に日本人や日本文化に触れる機会は都市部と郊外では偏りが
あり、JOIの活動への期待は高かったと思います。

本当に盛り沢山！そして、ただがむしゃらに駆け抜けた2年間でし
た。その中で素敵なご縁や機会があり、山あり谷ありの経験を通
してかけがえのない心の絆をたくさん得られました。そして自分
自身も一回りも二回りも大きく成長できたように思います。
これからはJOIの活動で得た経験と知識を次の
世代に伝え、日本と世界をつなぐ架け橋として
活動を続けたいと思っています。



国際交流基金
（The Japan Foundation）

ローラシアン協会
（The Laurasian Institution）

Bring JAPAN into Your Community
The Japan Outreach Initiative (JOI) aims to promote awareness and understanding of Japan in 
regions of the United States with relatively few Japan-related activities and opportunities for 
exchange and to nurture new leaders in the field of grassroots exchange. Japanese individuals, 
placed mainly in the southern and midwestern areas of the United States, volunteer for two years 
as outreach coordinators at organizations such as Japan America Societies and universities. Coor-
dinators provide information about Japanese culture, society, everyday life and language in local 
community settings, and organize activities that foster exchange between the United States and 
Japan. For more information, please visit http://www.laurasian.org/joi/

日米センター
（Center for Global Partnership）

世界の全地域において、総合的に国際文化交流事業を実施する日本で唯一の組織として、1972年に特殊法人とし
て設立され、2003年10月に外務省所管の独立行政法人となりました。
国際相互理解を深め、平和な未来を築いていくために、文化芸術交流、海外における日本語教育、日本研究・知的交
流を３本の柱として活動しています。
http://www.jpf.go.jp/

日米が共同で世界に貢献し、緊密な日米関係を築くことを目的として、1991年に国際交流基金に設立されました。
両国のパートナーシップ推進のための知的交流と両国の相互理解を深めるための地域・草の根交流等の分野で交流
活動を行っています。
http://www.jpf.go.jp/cgp/

「異なる文化を背景とする人々が協力し、意義ある国際交流環境を創造していく」ことを基本理念に、1990年に米国
イリノイ州に非営利法人として設立されました。
日米両国に事務所を設置し、国際教育・異文化交流教育に主眼を置いたプログラムの企画・運営に携わっています。
主にアジア・アメリカ・ヨーロッパ大陸間で文化理解を深めるための教育プログラムや情報の提供に関する事業を展開
しています。
http://www.laurasian.org/

プログラムの詳細はWEBサイトをご覧ください。

◆ 概要、説明会、第1期からの活動報告等

http://www.jpf.go.jp/cgp/fellow/joi/
◆ 募集要項（待遇、応募条件）、応募書類等

http://www.laurasian.org/joi/

JOIプログラムは、国際交流基金日米センターと米国の非営利団体ローラシアン協会が2002年度より共同で実施しています。


